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 1 つの歯列内における歯の大きさとその構成について、これまでに第三大臼歯の欠如がある

場合に他の歯が小さくなること、第二小臼歯の欠如に関わる遺伝子が他の永久歯の欠如や歯の

矮小化などに関与していること、同一歯種内で後で発達する歯は、先に発達する歯よりも大き

さの減少が著しくなることが報告され、歯の大きさと歯の構成との間に何らかの関係があると

推察される。本研究では、1 歯列内における歯の大きさと構成との関連を探るため、歯列模型

を用いて歯冠近遠心径および歯冠唇頬舌径を測定し、得られたデータを統計学的手法を用いて

分析した。 

 上顎歯列石膏模型 96 例を試料とし、上顎中切歯から上顎第二大臼歯までの近遠心径および

唇頬舌径、crown area を求め、平均、標準偏差、変動係数、スピアマンの順位相関係数を算出し

た。データを標準化し、階層型クラスター分析を行って、特徴が似ている上顎歯列同士のクラ

スターを形成した。次に 96 例全体、また各クラスターの持つ特徴を探るため主成分分析を行

い、さらにクラスター間の差を求めた。 

上顎の各歯の大きさについては全体的に正の相関がみられるものの、上顎側切歯は変動係数

が大きく、他の歯との相関も弱かった。一方、上顎中切歯は変動係数が最小で、歯列による歯

の大きさの差は小さかった。 

96例全体の主成分分析では、21の計測項目が 4つの情報に縮約された。第１主成分は「総合

的な歯の大きさ」、第 2主成分は「前歯に対する臼歯の大きさ」、第 3主成分は「犬歯に対する

切歯および第一小臼歯の大きさ」、第 4主成分は「第二大臼歯に対する側方歯群の大きさ」を表

していた。 

階層型クラスター分析の結果、上顎歯列は構成している歯の大きさや歯種間の歯の大小によ

って 7群に分類された。上顎歯列形態は、どのクラスターも左側と右側で同様の傾向を示した。

各クラスターの第１主成分を見ると、切歯、および小臼歯で主成分負荷量の絶対値が高かった。

さらに、7群の間には差が認められ、歯列を構成している歯の大きさの調和が取れている群と、

一方の歯や歯種が大きくなると、他方の歯や歯種が小さくなる傾向がある群が存在した。 

1 つの上顎歯列内における歯の大小は、同一歯種内、あるいは異なる歯種間で観察され、相

互に影響を及ぼしつつ構成されていること、また、歯列の構成において、切歯および小臼歯が

全情報のうち最も多くの情報を持っていることが示唆される。 
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